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　市民の皆さんに津市の下水道事業をもっと知っていただくため、課題や経営状況についてシ
リーズでお話ししていきます。前回までの下水道局だよりでは、津市の下水道の課題や下水道
使用料の改定について紹介しました。
　第７回は、公共下水道事業会計の平成30年度決算の状況についてお話しします。

平成30年度決算の状況平成30年度決算の状況

平成30年度決算が出たんだね。

そうなんだ。下水道事業では汚れた水をきれ
いにする汚水処理事業と、浸水対策を行う雨水整備
事業の２つの事業を行っているんだけど、原則、汚
水は使用料収入などで、雨水は一般会計で負担す
るんだよ。

汚水処理事業と雨水整備事業を併せた決算
なんだね。収益的収支(左グラフ)に21.1億円の純
利益が出ているけど収入がたくさんあったんだね。

 
資本的収支(右グラフ)を見てほしいんだけ

ど、不足額が28.7億円出ているんだ。これを補てん

するために収益的収支の純利益を使っているんだ
よ。

そういえば、今年度も収益的収支の一般会
計からの繰入金の中に、11.4億円の収入不足分が
入っているね。

これは汚水分の不足分で平成30年度も下水
道事業の収入だけでは経費を賄うことができなかっ
たから、税金を財源とした一般会計からの繰入金で
補てんしているんだ。

平成30年度も使用料などの収入が足りてい
ない分を税金で賄う状況が続いているんだね。

支出

収益的収入
収益的支出
純　利　益

113億8,091万3,578円
92億6,811万9,946円
21億1,279万3,632円

※税抜き

【汚水収支】 収益的収入
収益的支出

90億9,364万9,731円
74億2,376万9,736円

資本的収入
資本的支出

37億7,336万8,865円
56億6,880万8,841円

【雨水収支】 収益的収入
収益的支出

22億8,726万3,847円
18億4,435万9,210円

資本的収入
資本的支出

8 億2,439万6,281円
18億6,442万5,145円

資本的収入
資本的支出
収 支 差 引

45億9,776万5,146円
74億7,323万3,986円
△28億7,546万8,840円
※税抜き、△はマイナスを表す

純利益
21億1,279万3,632円

人件費
３億1,617万8,538円

企業債（借入金）
25億8,890万円

負担金・補助金
７億6,462万5,000円

受益者負担金および分担金
４億557万3,360円

一般会計からの繰入金
８億3,866万6,786円

不足額
28億7,546万8,840円

雨水管整備にかかる費用
２億7,061万1,268円

ポンプ場等整備にかかる費用
５億5,331万3,000円

処理場等整備にかかる費用
１億1,156万8,000円

汚水管整備にかかる費用
14億8,879万6,576円

借入金の返済
49億374万507円

流域下水道建設負担金等
１億4,520万4,635円

長期前受金戻入
37億5,692万9,323円

その他収益
９億4,897万5,149円

一般会計からの繰入金
50億6,415万1,214円

下水道使用料
16億1,085万7,892円

維持管理費等
22億2,957万6,372円

減価償却費等
55億6,113万8,433円

収入

支出

借入金利息
11億6,122万6,603円

業務量の概要
行政区域内人口(Ａ)
　27万8,440人
処理区域内人口(Ｂ)
　13万9,438人
水洗化人口
　11万7,587人
普及率(Ｂ)／(Ａ)
　50.1％
年間有収水量
　1,355万1,683㎥
(平成31年３月31日時点)

収入不足分
(基準外繰入金)
11.4億円

・収益的収支…その年度の下水道事業の提供
　に必要な費用と、収益(主に下水道使用料)
・資本的収支…下水道を将来にわたって維持
　するために必要な施設の整備や拡充などに
　係る費用と、それを行うための財源となる
　収入(補助金や借入金)
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